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英語の緩り学と発音を対応させることはわれわれ日本人にとってかなり厄介な作業である。原悶の
一端はローマ学教育にあり，そこではローマ字と発音が日本語のひらがな同様一対ーに対応している
ことが教えられる。その結果，英語学習者は英語の殺り字をそのままローマ字読み(つまりただ l通
りの読み方)で発音してしまうのである。周知のように英語の母音と子音は毅り字と発音が一対ーに
対応しておらず，一対多，あるいは多対ーとなる場合がよくある。しかし，個々のf手者あるいは子音
ならまだ、その発音のバリエーションは眼られるが 母音が2つ連なった いわゆる連母音の発音とな
るとそのバリエーションは拡大し ローマ字読みからの推測ではとても対処できない。
本論では，なによりもまず事実調査として，英語の連母:音と発音の対応がどのようになっているの
か，その詳しいデータの提示を行う。これまでも発音と綴り字に関する著書は多く出販されてきたが，
内容的にはどれも変わりは無く，そのうえ連母音だけに焦点を当てた論文・著書はなかった。もちろ
んこのようなデータの提示にとどまらず¥連母音とその多棟な音形に関する規則性，あるいは傾向を
夫り出すことが重要であり，本論の目標の lつもそこにある。結論として，連母音の発音の仕方には
最初の母音のソノリティ…(共鳴性)が係わっていることがわかった。
1.，まじめに
英語学習者にとって発音と綴り字のゴ距離は母国語話者以上に悩みの種であろうことは容易に察せられ
る。たとえば，綴り字gは [gJ(good)とも [d3J(magic)とも読むし， c (ま〔じ (cushion)とも [sJ(center) 
とも読む。また，競り字ti，c巴，ciはいずれも m(caution， ocean， official)と発音される。もちろん，いず、れ
の音あるいは綴り字が具現化されるかは一定の音声環境によって決定されるのであるが，外国人話者には
この音声環境を記憶することがかなり面倒な作業となっている。
しかしさらに開題なのが，英語の母音である。たとえば，競り字oは弘](common)， [ouJ (code)， [J:] 
(cloth) ，与](woman)， [d] (pilot)のように 5通りに読まれる。一方， u (討A](ultimate)， [u] (bush)， [ju:] 
(humorous)， [巴](bury)のように4通りに読むことができる。いずれの発音も，それが現れる環境を
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すことは可能かもしれない。しかし，子音によヒべると母音の発音の仕方は規制性が薄れ，なによりも l揺
の殺り王子二に複数俄の音が対応している点が跨題を複雑にしている。しかし，英語学習者にとって…段とJ[
介なのは英語の述母音の発音である。たとえば，殺り字aiはaとiの連続であるから，発音として民〕
(plaid) と [i](mountain)が出現するのは納得できるとしても，その他に aのアルファベット読みである
[巴i](plain)， iのアルファベット読みであるらu](aisle)，さらに，品と iの融合形と思われる[巴](said) ， 
加えて出の長音である [i:](migrain巴)までもが現れるのであるJ便宜 i二綴り字yとwを除外すると，
母音を去す綴り字は aiueoの5つであり，これらが連母音になる組み合わせは上記の aiの他に24通りもあ
ることになる。かりに aiの発音の現れ方が他の連母音よりも多いと仮定したとしても J聖母:音全体の発
音の現れ方がかなり複雑で、あるということは容易に教察できる。
本百訟の [1的は，二つの母音が連続する，いわゆる連母音について，共i時的な立場から，その多様な発音
を記述することである。そのあとで，そのような多様性を生み出す何らかの原理，あるいは京理とまでは
なくてもなんらかの領向があるのかどうかを検討する。その|緊参考にするのが議龍 (1999)で提案さ
である。この規則は日本語の述母音の融合形について…殻化を試みた唯一の規則であ
り，果たしてこの規則が英語にも適用できるかどうかは類型論的にも興味のあるところである。
2縛建母音の織り字と
2. 1. フォニックス
り手:と発音でまずI〔い出すのは，その1M]の関係を幾つかの規則としてまとめた[ブォニックスJであ
る。なかでも竹林(1988)r英語のフォニックスjは先駆的な著者であり，かつ，データも豊富で信頼性
も高い。このような理由から，本論ではまず竹林(1988) に記載されているデータを振返り，連母音と
71:;の議論の足掛りとしたい。
竹林(1988)で連母音に関する記述があるのは次の箇所である(竹林1988: 54) 0 2 
(1) Rule 7 :次の2 も規則的に発音される。
ea(team)， ee(green)， ie(field)ニ ai(sail)， ay (day) [ei] 
。i(oil)， oy (boy) [oi] 加(加tumn)，aw (Iaw) = [J・]巴u(feud)， ew (new)ニ [u:]
ou(count)， ow(now) [auJ' oa(boat) = [ou] 00 (cool 
竹林は(1)に挙げた発音と諮り字の関係を言語学:で言うところの無擦(unmarked)と考え，同じ綴り字であっ
ても有襟 (marked)な発音もあることを示唆している。以下に示す慨が竹林(1988) において例外的
なわち有標な)発音と見なされたものである(竹林1988: 54-58)。
ea (bread) [巴]
。o(cook)ロ [u]
ie (friend， quiet， cried) [e]， [ie]， [ai] ou (soul) [ou] 
このような竹林 (1988)の分析には留意すべき点が2つある。 lつは用語に関するものである。 (1)に対し
て竹林はこれを Rule，すなわち「境期Jと見なしているが，ここで言う規則とは殺り字と発音の単なる
対応のことであって，われわれが一般に考えている現象を説明するための規則とはかなり縞たりがある。
2つ自は， (1)と(2)の中に書かれている連母音の数に閲するものである。上でも述べたとおり，連母音の組
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み合わせは全部で25あるはずなのに，竹林(1988)ではそのうち15通りの組み合わせしか問題にしてない。
実際の英語では組み合わせはこれだけしかないのか，あるいはもっと他にあるのか，その点が不明瞭で、あ
る。
2町 2. 連母審の詳細なデータ
すぐJ二で，連母音の組み合わせ数に際する問題点を指摘した。本室長では，それを踏まえてより詳細な連
母音のデータを提示したい05 ここでは，綾り字と発音の頻度，すなわち，ある綴り字はどの音で読まれ
るのが最も無探であるかを示すことが目的ではないので，当該の音をもっ単語は lつだけ挙げる。また，
(3)では音と緩り字の対応を示すことが目的なので，外来語 (foreignwords) と本来語 (nativewords)の!K
別もしない。 前節の最後で指指した， I:J~刻 j に関する竹林(1988) の開題点に関しては，このデータの
提示後に論じる。
(3) aa [a:J (baa) 
ai [eJ (said) 
[εelJ (Aaron) 
[eiJ (plain) [aJ (plaid) [aiJ (aisle) [eelJ(pair) [elJ (mountain) 
ae [eJ (aesthetic) [eiJ (Disraeli) 
ao [eiJ (gaol) [auJ (Tao) 
[i:J (formulae) [aiJ (vitae) 
au [εJ (Iaugh) 
巴巴 [i:J (see) 
ea [i:J (east) 
〔コ:J(autumn) 
[巴i](れancee)
[巴J(head) 
[ouJ (chau紅巳ur)
[iJ (Ievee) 
[auJ (umlaut) 
[巴iJ(great) [iel J (id巴a) [εelJ (pear) 
[iJ (guinea) [a:J (heart) [elJ (ocean) 
巴i [i:J (r巴c巴lV巴) [白出iJ(for児巴叩
巴o [i:J (p 己opleω巴叫) [ 巴](1 巴opar吋ω.寸叫dω) [ouJ (y 巴oman) [白i:elJ(l 巴ot 乱rd)
凶 [(j)u:J(euphonic)6 [u:J (sleuth) [i:elJ (museum) [elJ (amateur) 
iぬa [出iJ(ma叙rna棺g邑ω) [(なj)el吋](臼Itωa必i討治ぬanω1り) [仕i仁:el叫J(はIa加創I叫 [a同幻iel叫](v吋iぬωa心) [elω3叶]日(paおr必.
1巴 [i:J (お恥巴ld) [eωeJ (合i巴η凶d) [aiJ (I陀ω) [aiω叫3叶J(qui巴佼ωtり) [i出礼J(si巴ve)
io [(j) elJ (onion) [elJ (station) 
iu [elJ (Belgium) 
oa [コ:J(broad) [ouJ (boat) 
oe [i:J (phoenix) 
oi [oi](boiler) 
00 [uJ (look) 
[u:J (sho巴) [AJ (does) [。凶 (toe)
[elJ (tortois巴)
[u:J (pool) [1¥J (flood) [ouJ (brooch) [コ:J(door) 
ou [コJ(cough) [コ:J(bought) [uJ (could) 
[1¥J (dOl制巴) [auJ (round) [ouJ (soul) 
[el J (dangerous) 
ue [u:J (blue) [(j) u:J (due) 
[u:J (soup) 
[uJ (bo山 va吋)
ui [iJ (build) 
??? ??????????? ????????????????
????
「 ?
? ????
?
??
、 、?
??????
?? ?
ー
「?
??
????
uu [ (j)ωJ (vacuum) 
(3)では緩り字とそれに対応する発音 さらにそれが実際に現れる単請を見た。しかし，これでは殺り字と
発音の分布が判然としないので，以下ではそれを表にまとめる 1は最初のiヨー 音を示し， V2は2番自
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の母音を示す)。なお， (4)において下線を ~I いている箇所は竹林 (1988) で触れられた(1) ， (2)の発音であ
る。フォニックスで扱われている例が実は以外に少ないことがこの表からわかるであろう。
(4) 
ヤごL u 巴 。 a 
1， U:， m， U 1:， 1， e， el， 01， d 巴， el， a， al
m， Jal， d ed， d 
d Ud ロ.， I:d， d コ.，コ， U:， A a，コ.， OU 
au， OU， U au 
1: 1:， el， 1 1:， U:， A e， el， 1:， m 
OU 
3 i:， e， OU， i:d Iコ:， !， !.: ei， au 。
A， OU 
1， I:d， ma 1:， e， el， Id コ.， OU a:，εa 
a 
d εd， a:， d 
3.母畜融合:窪薗 (1999)
(1)で示したフォニックスの規期7が綴り字と発音の対応を示したに過ぎないことはすでに触れた。ここ
では，一歩踏み込んで、，連母音と具現化される音の関係を説明する侍らかの規則・制約が存在するかどう
かを検討する。そうは言っても実のところ，連母音の発音を歴史的に考察した明究は多く存在するが，共
時的な観点から，規則.fIj日約でもって連母音の音を解明しようとした研究はほとんど見当たらない。
の知る限り，窓菌(1999)の「母:音融合規則jがその唯…の研究成果である。この規則の詳しい説暁は謹
菌 (1999)，小野 (2001)に譲るとして，ここでは簡単にこの規期を紹介し，そのうえで，母音融合規射
が英語の連母音の音形解明にも有効であるかどうかを検討する。
母音融合規那(援態1999: 103) 
[αhigh， O low，εback] [1; 1碍h，s low， r back]→ [αhigh，βlow， r back] 
母音融合規則は日本語の連母音の融合7践を導き出す規則であり，具体的には最初の母音がもっ素性[high]
と2番自の母音がもっ素性 [low]， [back] をつなぎ合わせる操作である。 1つだけ倒を挙げると，日本
語の連母音 fあいjは融合して「えJに変化するが([amai]→ [ame:]) ，この融合形は次のような操作
を経て得られたものであると考えられる。
(6) ai→ e 
[ -high， + low， -back] [ -high， -low， -back]→[ -high， -low， -back] 
規刻によって作り出される融合形は全部で13種類あると れている(窪藷1999: 98-99)。以下にそ
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れらすべてを実際の詩句とともに載せておく。 (7)のいずれの場合も矢印の右側の音形は(5)の規則が適用さ
れて出来たものである。 7
(7) a. [aiJ→ [e:J (amai 砂 ame:) b. [a吋→ [o:J(auta (会うた)→o:ta)
c. [euJ→ [0・J(heu→hyo: (豹)) d. [oiJ→ [e:J (sugoi→suge:) 
巴.[aeJ→[巴:J(omae→om巴:) f. [aoJ→ [0 J (hataori→ hattori) 
g. [巴aJ→ [aJ(mit，巴ageru(見てあげる)→mitageru)
h. [eoJ→ [o:J (m巴oto→ myo:to)
j. [巴iJ→ [e:J(rei (干し)→re:)
1. [iuJ→ [u:J (iu (言う)→yu:)
i. [oeJ→ [e:J (sokoe→ soke:) 
k [ouJ→ [o:J (tou (問う)→to:)
m. [uiJ→ [i:J (samui→ sami:) 
さて，窪菌 (1999)が提示した規則(5)が来たして英語にも当てはまるかどうかの検討が本節の課題の l
つであることから，これからそれを調べてみる。やり方はいたって簡単であり， (7)で挙げた13の融合形が
表(4)のなかに含まれるかどうかチェックすればよい。結果は(8)に記したとおりである。 oは(7)が当てはま
ることを示し xはそれが当てはまらないことを示している08
(8) 
(8)から一見してわかるように，規則(5)が適吊される場合もあるし，されない場合もあり，日本語の母音融
合規則は英語にはそれほど有効ではないJその上，たとえ(8)においてOが付いていたとしても，窪薗
(1999)の分析がOの付いた連母音の音形をすべて産出で、きるわけではない。なぜなら，日本語では連母
を構成する 2つの母音をそのまま続けて読むか あるいは融合形を読むかの2撞類の読み方しかない
が，英語では(4)のouに見るように，さまざまな音形(読み方)が許されるのである。さらに， (7)の入力
(矢印の左側の音)の絶対数の少なさも窪菌の分析が英語ではあまり役に立たない理由である。以下に示
すように，母音融合規則が入力の数を制限している限り，その規則をどのように修正しでも英語の連母音
がもっ発音の全体像は描けないであろう。
上で何度も指摘たように，英語の連母音の組み合わせは25通りあるのに，窪蕗 (1999)で、扱っているの
はそのうち13通りだけである。 25通りすべての組み合わせがすべて実際の音として実現するかどうかは別
にしても，少なくとも(4)を見る限13以上の組み合わせば存在する。このことは英語のほうが融合形・非融
合形にかかわらず，綴り字に対する音の現れかたが日本語より自由であることを示唆している。実際，小
野 (2005)で指摘したように， (7)においては [eaJ を除いですべての連母音の最初の母音は2番目の母音
よりもソノリティー (sonority)が高いか，あるいは向じでなければならないという制約が存在する。一
方，英語ではそのような制約は存在せず，緩り字iaに見るように 2番自の母膏ほうが最初の母音より
もソノリティーが高い場合の融合形(すなわち [iJ) も許される。
4.英語連母音の発音:その額向
(3)とそれを表にした(討を見る限り英語の連母音の音形を 1ないし2つの規則あるいは原理で説明するこ
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とは到底できないと思われる。しかし，そのような中であってもある程度の「傾向jというものはやはり
存在する。以下では，そのうちのいくつかの傾向を紹介する。議論の都合上，再度(4)(ロ (9)を下に書く。
(9) 
ヤごL U 巴 。 a 
1， U:， a!， U 1:， 1， e， el， 01， d e， e1， a， a! 
I 
a!， 1a!， d ed， d 
3 Ud U:， I:d， d J:，コ， U:， A 日e，コ.， OU 
u 
au， OU， U au 
1:， e， m， md U:， jU:， 1: 1:， e1， 1 1:， U:， 1. e， e1， 1:， m 
巴
1 OU 
3 1:， e， OU， l:d コ.， u， u: el，呂u
。
1.， OU 
1， I:d， ma 1:， e，巴1，ld コ.， OU a:，εa 
a 
3 εd， a:， d 
まず気づくことは，太枠で臨んだ、部分の発音のほうがそうでない部分の発音よりも圧倒的に多いというこ
とである。もう少し厳密に言えば， V 1にソノリティーの高い [a，0， eJが来ている場合に，連母音の音
形が多様なものになるということである 逆に言えば， V 1のソノリティーが低ければ(すなわち， V
lが高母音主uJであれば)連母音としての音の現れ方は少ないということである。したがって，
の連母音がもっ音形数はソノリティーの高低に左右されるという大きな特鍛(あるいは傾向)があると
てよい。
を言うとこの点は日本語の母音融合の現れ方とも一服通じるところがある。前節ですでに述べたとお
り，日本語において母音が融合するためにはV2より Vlのほうがソノリティーは高いという条件を満た
さなければならなかった。母音融合の大きな役割として，基底の発音のほかにさらにもう lつ融合形の発
を付け足すということが考えられるが，そうであるならば，日本語においても英語開様， V 1のソノリ
ティーが高ければそれだけ表出する音の多様性を増やす結果となるのである。また， (8)においてOのつい
た8館所のうち 7箇所が(9)の太枠で罰んだ部分に集中しているという点も日英語を開わずソノリティーが
連母音の音形の表れ方に影響を及ぼしていることを物語っている。 11
連母:音全体の領向をど見たところで，今度は綿々の連母音の音形に日を向けよう。日本語と違って英語の
連母音は VlとV2がそれぞれ別俄に 2重母音になる場合が多い。12たとえば，競り字OUに対して[コ]
や弘]という発音があることはもちろんのこと，。の2重母音である [ouJやuの2重母音である与:J
も現れる。いま，表(9)において連母音の VlとV2のいずれもが2重母音になるものをg，Vlのみが2
になるものを0，V2のみが2重母音になるものをム，どちらとも 2重母音にならないものを×と
して表すと次のような結果になる。
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????
弘之L1 ロ 巴 。 a 
1 ¥ 。。 × 。
u × × 。。 × 
巴 。。。。。
。 × ~ 。。。
a 。¥ 。 ム × 
して@が太枠に集中していることがわかる。太枠で潤んだ部分は先にも述べたように Vlのソノリ
ティーが高い連母音である。一方，太枠で間んでいない部分，すなわち Vlのソノリティーが低い連母音
では2重母音の出現する割合は少なく かっ散発的であると蓄える。したがって ここでも Vlのソノリ
ティーの高低が2重母音の現れ方に影響していると考えられる。
現時点でなぜ側のような分布になるのかの明確な根拠を示すことは困難であるが，それを推ì~IJすること
は可能で=ある。まず，高母音は基本的に「母音力が弱いjと考えられる。 13 母音力が弱いとは，わかり
やすく言えば母音としての自弓主張が弱いということであり，母音力の弱い母音は無色透明な母音と雷う
ことができる。英語はもとより，日本語においても挿入母音として高母音が利用されるのはこのためであ
る (pencil→ [p巴Nsif!]， bench→ [benti] )。このような母音力と 2重母音には密接な関係があると本論では
考える。つまり，母音力の弱い，自己主張しないはずの高母音が2重母音という文字通り「重たく目立つJ
として具現化されるのは不自然だからである。14 しかし もちろんここでの仮説は uiやieには当ては
まらないことから，今後さらに研究を深める必要がある。
最後に連母音が Vl と V2 という ~U1rmの短母音として発音される場合を調べてみよう。方法は酬の場合
と同じで， V 1とV2がそれぞれの音として荷方とも現れていれば(たとえば [ai]であれば弘]と [i]
が同時に現れている場合には)O， V 1のみが現れていれば0，V2のみが現れていればム，どちらとも
現れていなければ×を付ける。
??
hq I u 巴 。 a 
I ¥ 。。 × 。
u × 。 × 。。
e 。 ム × × × 
。 × ~ 。 × × 
a 。~ 。 × 。
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ここからわかることは，連母音において 2つの母音の音が問時に現れること (1)ではOがついている笛所)
が以外に少ないということである。この点は英語教育という観点から興味深い点である。なぜなら，ロー
マ字読みに慣れた自本人にとって英語の連母音は V1. V2の順でそのままローマ字読みするのが当然と
患っているのに，実はそうなっていないからである。もう lつ仰)からわかることは，連母音が単母音とし
て発音される場合，圧倒的に V1が選択されるということである。このことは表但)でOの数がムの数より
も多いことから容易に推測できる。恐らく，母音力(すなわち V1とV2の力関係)に関して， V 1のほ
うがV2より力が大きいということであろう。15ついでながら，仰の太枠で囲んだ部分においてとくにO
とOの出現が多いということはないので，ここで言う挙母音出現とソノリティーの聞には関係はなさそう
である。
5.まとめ
本論では英語の連母:音についてその綴り字と発音の関係を論じた。最大の目標は連母音がどのような形
で発音されるかのデータを詳細に記述することであった。これまでにも教育的観点からフォニックスや英
語のスベリングに関する著書は多数出版されてきたが，それらの中で扱われている連母音の発音形は限ら
れたものであった。そのうえ，それらの文献で挙げられている綴り字と発膏の規荊は実際には殺り字と発
音の対応を記したものであって， うところの「規則」とは程遠いものであった。
次に日本語の母音融合規則(議薗 (1999))が英語の連母音の発音に対しでも有効であるかどうか調べ
た。その結果，母音融合規刻は英語には有効で=ないこと，また，その規則が入力として扱う連母音の絶対
数が少ないことから，たとえその規則を修正しでも英語の連母音の全体後は描けないことなどを指摘し
た。
最後に本論では，著者がこれまで収集した連母音のデータをもとに，その発音の現れ方に何らかの傾向
がないかを検討した。その結果，最初の母音 (V1 )のソノリティーが高ければそれだけ具現化される発
音の数もが多くなる傾向があることを指摘した。次に 1つの連母音において V1とV2の両方ともが2
になる場合， V 1のソノリティーが高いほどそれが起こりやすいことを指摘したO 最後に，連母:音
において V1とV2のいずれかが単音として発音される場合，圧倒的に V1が具A現化するほうが多い簡向
にあることがわかった。今後は，これらの傾向の背後に潜むなんらかの原理を突き止めることが課題であ
る。
?
1. mountainの討を [i]と読むのは主にイギリス英語であって，アメリカ英語ではい]と読むか，あるいはそもそも発音
しない。
2.下の表の中には綴り字w，yが含まれているが，両者とも母音の後では [u]，[i]と同様の振る舞いをすることから，こ
れらの子去をここでは母音と見なす。また，竹林 (1988)で用いられている発音表記法は一般の読者には馴染みがないこ
とから，本論では使笈上IPA方式に乗っ取った発音の表記法を採用する。
3. ieを [i:]と読むのは諾中であって，諮米に来た場合は [ai](lie， pie) と読む(竹林1988: 5)。竹林自身はいずれの発音
も無擦であると考えているようである。
4.竹林(1988:57)では owを [au]と読むか [ou](snow， grow) と読むかは半々であると述べている。したがって，竹林
はowに対しては [au]と [ou]の問方の発貨を無襟と考えているようであるo ，言うまでもなく，綴り字ouに対応する発
沓 [ou]は(2)に示すように有様である。
5. (3)に示すデータは著者が析に触れ採取したものである。他の文献には含まれていない発音も多くあるが， しかし，完会
なものではない。どのような発音が書き加えられるのかは今後の課題である。
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6. (j)は渡 1)音を意味する。したがって， dueのueは本来的には [u:] という去を表す。
7. (7)においてローマ字選:きでは読みづらい場合のみ，漢字あるいはひらがなを付け加えた。
8. (7)において激合形に現れる長音記号([:])は(8)のOxの記入のさいには考慮しなくてよい。というのも，この長音記号A
は2つの母音を lつに数合したときの代徴的長者化 (compensatorylengthening)によって生じたものであると解釈できる
からである。
9.窪関自身l主事苦言寄の中で(5)の規則が言語に普通的な土問リであるかどうかは今後の調査次第であると述べているが(窪溺
1999 : 104)，少なくとも英誇を見る限り(5)あるいは(5)において用いられている素性分析は普遜的なものとは言えない。
10.注意すべきは，太枠において音の現れ方を多絡にしているのは V1であって V2ではないということである。その証拠
に，たとえ V2にソノリティーの潟い [a，0， e]が来たとしても，凶 ioのようにそもそも音形がないか，あるいはあった
としてもその数が極端に少ないケースがあるからである。
11.しかし， V 1のソノリティーが低いからといって逮母音としての音形がないわけではない。このことは表(9)を見れば一
日後然である。ただし， ia， ui， ieがfむの迷母音の場合よりもす形が多い理由は依然不明である。
12. ここでいう 2重母音とは倒々の母音をアルファベット読みした時の音をさす。
13. I母音カJの訴しい議論に関しでは小野 (2005)を参丹言。
14. これを音節という観点から見れば，母音カの弱い母音，すなわちそれ自体が軽音節である母音が21:重母音という重音節
の母音に…気に変化するには，ある殺皮の環境が殺わなければ難しいということである。
15.あるいは知党の観点から， )室母t去を持主ほ資する場合最初に尽に入った母音を活かすという操作が行われているのかもし
れない。このことは復元可能性との関連で興味深い問題である。
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